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百練太鼓

流し踊り

サンバパレード

花火大会

オートレース会場
大人みこし

クリーンボランティア

市制施行80周年
記念イベント

子どもチャ
レンジ広場

７月２５日に消防局で開催。小学５・６年生２８人が
参加し、はしご車への搭乗や消防服を着てポンプ
車からの放水訓練などを体験しました。

川口市少年少女消防体験教室
８月３・４日、市役所前通り（宵祭り）
会場とオートレース会場（本祭り）で開催。
約６,０００人が参加した流し踊りや花火大
会などたくさんのイベントが行われ、２
日間で２５万人を超える人出でにぎわい
ました。

７月２０日～２４日、中央図書館とメディアセ
ブンで開催。「時代の移り変わりを通して」を
テーマに、決して忘れてはならない戦争の悲
惨さ、平和の尊さを訴える展示や映画上映
が行われ、多くの市民が訪れました。

川口市平和展

７月２７・２８日にリリアなどで開催。ハ
ンガリーの子ども民族舞踊アンサン
ブル「チラグセム」と西地区のみなさ
んがみこしを担ぐなど、国際色豊か
な文化交流を楽しみました。

川口国際文化交流
フェスティバル2013

第35回

8/3日㈯・4日㈰

KAWAGUCHIMYCITY マイシティ・かわぐち

Vol. 9
このコーナーでは「川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり」に登場した
川口ゆかりの人物を紹介していきます。

熊
沢

　忠
勝

　「
早
く
熊
三
左
に
往
き
晨
炊
有

り
」。

　
前
号
で
ご
紹
介
し
た
龍
派
禅
珠

の『
寒
松
日
暦
』慶
長
18
年（
１
６
１

３
）正
月
４
日
の
く
だ
り
で
す
。熊

三
左
と
は
熊
沢
忠
勝
の
こ
と
。晨
炊

と
は
朝
食
の
こ
と
。親
し
さ
が
薫
り

ま
す
。

　
熊
沢
忠
勝
は
、三
郎
左
衛
門
尉
と

通
称
し
た
芝
村
の
代
官
。忠
勝
の
父

が
龍
派
禅
珠
の
師
の
弟
子
と
し
て

遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、龍
派
と

親
密
な
関
係
に
あ
り
、『
寒
松
日
暦
』

に
も
、た
び
た
び
登
場
し
ま
す
。そ

の
親
交
は
、慶
長
年
間
の
二
度
に
わ

た
る
火
災
で
焼
失
し
た
長
徳
寺
本

堂
の
再
建
、同
寺
円
通
殿
観
音
堂・

同
仁
王
門
の
建
立
、梵
鐘
の
寄
進
な

ど
、龍
派
が
住
持（
寺
院
の
主
僧
）を

務
め
た
長
徳
寺
へ
の
功
と
し
て
今

に
伝
わ
り
ま
す
。

　
忠
勝
の
生
涯
の
中
で
最
大
の
事

件
。そ
れ
は
、元
和
９
年（
１
６
２

３
）、江
戸
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
事
件

へ
の
娘
お
夏（
洗
礼
名：る
ひ
い
な
）

の
連
座
で
し
た
。龍
派
の
奔
走
で
キ

リ
ス
ト
教
棄
教
と
龍
派
に
よ
る
保

護
観
察
を
条
件
に
助
命
さ
れ
た
お

夏
。忠
勝
は
お
夏
を
５
年
の
間
、幽

閉
し
ま
す
。幕
府
を
は
ば
か
り
な
が

ら
生
き
る
親
娘
の
心
中
は
い
か
ば

か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。お
夏
の
母

は
、墓
も
過
去
帳
の
名
も
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
正
保
元
年（
１
６
４
４
）、忠
勝
は

そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。以
降
、熊

沢
氏
は
忠
徳
、良
泰
の
３
代
に
渡
り

代
官
を
務
め
ま
す
が
、元
禄
２
年

（
１
６
８
９
）、良
泰
が
罪
せ
ら
れ
て

の
ち
、家
は
断
絶
と
な
り
ま
し
た
。

　
封
建
の
世
を
生
き
た
忠
勝
。長
徳

寺
に
並
々
な
ら
ぬ
功
徳
を
手
向
け

た
深
い
慈
悲
心
は
、南
北
朝
時
代
か

ら
続
く
古
刹
に
、今
も
息
づ
い
て
い

ま
す
。

今
回
は
、江
戸
時
代
初
期
、龍
派
禅
珠
に
よ
る
長
徳
寺
の
中
興
に
功
を

な
し
た
、芝
村
の
代
官 

熊
沢
忠
勝
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
考
文
献：『
川
口
市
史
通
史
編
上
巻
』１
９
８
８
、川

口
市
教
育
委
員
会
編
、埼
玉
新
聞
社

『
訓
譯 

寒
松
日
暦
』２
０
０
２
、沼
口
信
一
、川
口
大
百

科
事
典
刊
行
会

大
慈
大
悲
に
住
し
て

江戸時代には徳川家から40石の寺領が与えられていた。
【臨済宗幻住派大智山長徳寺】：大字芝6303
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